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【目的】退院前カンファレンスは退院だけに焦点を
合わせるものではなく、持続可能な生活を過ごすた
めに何が必要なのか考える事を目的とした話し合い
です。入院前、入院中、退院を長い時間軸で考えな
がら、カンファレンスの在り方を模索します。

【内容】
＊退院支援が求められる背景
＊退院支援の流れ
＊カンファレンスの役割

【考察】
＊他職種との協働が、患者の生活に直結する
＊人と人を繋ぐ、コーディネートの役割が重要である
＊退院支援看護師の存在が、安心感を与える
＊生活の時間軸で退院支援を考える

【まとめ】独居高齢者や医療依存度の高い患者さん
等は在宅生活への不安要素が多く、十分なフォロー
がなければ、「病院から追い出された」と感じてし
まいます。安心して療養し、快く退院を迎える。こ
のサイクルを生み出すために有効なのが、「退院前
カンファレンス」の活用だと思います、退院支援を
行う上では、院内の協働が十分に機能するとともに、
在宅での受け入れ体制も整備されていなければ、医
療と介護の連携は難しいと思います。より一層、カ
ンファレンスの充実を図る必要があると考えます。
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